
子ども支援（BAPY）基金

ご案内

〈利用の案内〉
1.基金適用対象者

　・18歳未満の青少年

　・経済的理由によりプログラム参加費用の

　　支払いが困難な世帯（被保護世帯、非課

　　税世帯）

　・保護者の保護を受けられない青少年など

　・コロナ禍により収入が大幅に減少した方

2.子ども支援(BAPY)基金対象となるプログラム

　・YMCA年間クラス（水泳・体操・英語など）

　・シーズンプログラム（キャンプ・講習会）

3.援助額

　・参加費用の一部・半額・全額を援助

4.申請方法（抜粋）

　申請書類の入手・左記QRコードもしくは

　　　  最寄りのYMCA窓口にて入手

　申請書類提出・・最寄りのYMCAへ提出

　申請時面接・・・施設長と面接

　審査・・・・・・子ども支援基金委員会で審査

　審査結果通知・・書面で結果を郵送します

　事後面接・・・・参加後に面接をします

子ども支援(BAPY)
　　　  基金とは...？

ベイピー

横浜YMCAの諸活動（キャンプや
水泳教室など）に、経済的な理由により
参加したくても参加できない子どもたち
に対して費用の一部または全額を基金
より援助する仕組みです。BAPYとは、
“Be A Partner of Youth”の頭文字とった
もので
「子どもたち（青少年）のパートナーにな
ろう」という意味です。

横浜YMCA
ホームページ
（詳細案内）
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基金を利用した参加者からの声

初めてシュノーケルをつけて、海で泳ぐ事を心から楽しんだようです。初めて会うお友達と仲良くなれ
るのか、海で泳げるか少し不安もありましたが、笑顔で元気に帰宅し、その夜は眠い目をこすりなが
らも、ずーっとキャンプの事、海の事、魚の事など目を輝かしながら楽しそうに話してくれて「また、来
年も行きたい！」と言っていました。そんな普段なかなか見られないキラキラ輝く目や笑顔を見て、と
ても嬉しく幸せで、改めて子どものこの笑顔をずーっと大切に守っていきたい！！と感じました。
そのような気持ちにさせて頂き、またすばらしい環境の中で、普段経験させてあげられない貴重な体
験をさせて頂いたこと、心から感謝の気持ちでいっぱいです。

夏季キャンプ参加者

１年間、こちらの制度のお世話になり、本人の水泳に対する
意欲と熱心な指導により、泳力が身につき上達した事を実感
することができました。感謝いたしております。また、２度のぜ
んそく入院がありましたが、引き続き今年度も、体力と泳力向
上にむけ、水泳を続けていきたいと思っております。

年間水泳クラス参加者

小学５年生からお世話になったYMCA。フランスの学校で教育を受けている息子に、日本の社会・集
団生活を体験させたい、日本の友だちを作ってほしい、という思いで参加させました。お陰様で、日
本の社会・集団生活の中で身の置き方、考え方、人との接し方などたいへん良い勉強をさせていた
だきました。特に年長者になるにつれてグループをまとめる立場となり、個を重んじるフランスの教育
では学ぶことの出来ない良い経験をさせていただきました。今後の息子の人生に大きく役立っていく
と思います。心から感謝しております。

冬季キャンプ参加者


